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近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。�

�

越
谷
市�

越
谷
花
火
大
会�

■日
７
月
２９
日
�
　
午
後
７
時
〜
（
小
雨
決

行
。
雨
天
・
強
風
の
場
合
は
中
止
）�

■場
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
東
側
、
葛
西
用

水
中
土
手
（
越
谷
駅
東
口
下
車
徒
歩
１０

分
）
※
会
場
周
辺
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
。�

■内
約
５
千
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
、
夏
の

夜
空
を
彩
り
ま
す
。�

■問
越
谷
市
観
光
協
会
�
９６６
・
６
１
１
１�

�

松
伏
町�

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト�

　
松
伏
町
内
在
住
の
音
楽
大
学
卒
業
生

お
よ
び
在
学
生
に
よ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

■日
７
月
２３
日
�
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
）�

■場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
、
吉
川
駅
北
口
か
ら
「
エ
ロ
ー
ラ
」

行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
）�

■内
ピ
ア
ノ
、
管
楽
器
、
打
楽
器
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
内
容
で
す
。�

■費
無
料
※
未
就
学
児
入
場
不
可�

■問
�
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
�
９９２
・

１
０
０
１�

�

草
加
市�

ら
く
が
き
ジ
ャ
ン
ボ
せ
ん
べ
い
手
焼
き�

　
直
径
２１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
せ
ん
べ

い
に
絵
や
文
字
を
描
い
て
焼
き
ま
す
。�

■日
７
月
２４
日
�
〜
３０
日
�
　
午
前
１１
時
〜

午
後
４
時�

■場
伝
統
産
業
展
示
室
（
松
原
団
地
駅
東
口

徒
歩
５
分
）�

■対
小
学
生
以
上�

■定
各
日
２０
人�

■費
５
０
０
円�

■申
前
日
ま
で
に
伝
統
産
業
展
示
室
（
�
９３１

・
１
９
７
０
）
へ�

�

三
郷
市�

早
稲
田
公
園
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン�

■日
７
月
１４
日
�
〜
８
月
３１
日
�
　
午
前

９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
※
午
前
・
午
後
入
れ
替
え
）�

■場
三
郷
駅
北
口
か
ら
徒
歩
１１
分
※
駐
車

場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。�

■費
大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
回
３
０
０
円
、

小
・
中
学
生
１
回
１
５
０
円
※
未
就
学
児

は
無
料�

■問
早
稲
田
公
園
プ
ー
ル
�
９５８
・
５
８
５
３

※
期
間
中
の
み�

�

吉
川
市�

駅
前
夕
市�

　
吉
川
産
の
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
夕

食
の
食
卓
に
ど
う
ぞ
！�

■日
７
月
１３
日
�
　
午
後
４
時
３０
分
〜
（
売

り
切
れ
次
第
終
了
）�

■場
吉
川
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内�

■内
吉
川
産
の
取
れ
た
て
農
産
物
の
即
売�

■問
吉
川
市
農
政
課
�
９８２
・
９
４
８
２�

■問
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３�

��

　
　
　
ク
レ
ソ
ン
　
　
大
瀬
　
中
　
　
理�

グ
ラ
ス
瓶
に
挿
し
た
ク
レ
ソ
ン
の
根
元
に�

わ
た
し
は
か
す
か
に
け
ぶ
り
は
じ
め
た�

�

や
さ
し
く
ゆ
す
る
わ
た
し
の
母
は�

ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か�

わ
た
し
は�

な
ま
あ
た
た
か
い
水
を
蹴
っ
て�

臍
帯
の
よ
う
に
伸
び
て
い
く�

�

ふ
と
気
が
つ
く
と�

お
び
た
だ
し
い
繊
毛
た
ち
が�

ほ
そ
い
糸
に
な
っ
て
絡
み
合
っ
て
い
る�

そ
の
ま
ん
な
か
に
わ
た
し
が
い
る
の
だ�

�

わ
た
し
は
母
に
な
っ
て
い
た�

も
つ
れ
合
っ
て�

胎
盤
の
か
た
ち
に
な
っ
た
わ
た
し
た
ち
か
ら�

透
き
と
お
っ
た
体
液
が�

茎
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く�

��

八
　
條
　
杉
村
　
知
香�

夏
布
団
何
を
夢
み
る
児
の
寝
顔�

八
　
條
　
加
藤
　
龍
子�

雨
蛙
両
手
を
仕
え
雨
を
呼
ぶ�

中
央
一
　
山
角
　
微
陽�

あ
か
あ
か
と
燃
え
つ
つ
生
き
た
友
ま
ぶ
し�

八
潮
七
　
石
井
　
忠
枝�

梅
雨
晴
れ
間
傘
の
花
花
咲
き
に
け
り�

八
潮
七
　
茂
村
　
つ
留�

帰
途
急
ぐ
梅
雨
に
濡
れ
た
る
遊
歩
道�

緑
町
五
　
村
田
　
恭
子�

母
の
愛
ふ
い
に
よ
ぎ
り
し
緑
雨
か
な�

伊
　
草
　
井
上
　
進
寿�

母
の
里
ぐ
る
り
田
の
中
遠
蛙�

八
潮
七
　
小
倉
　
孝
義�

写
真
展
写
真
が
誘
う
飛
騨
の
夏�

八
　
條
　
松
永
　
晴
夫�

に
わ
か
雨
青
田
の
蛙
鳴
き
や
み
ぬ�

大
曽
根
　
小
倉
　
義
孝�

五
月
だ
れ
や
降
る
川
の
面
に
花
筏�

緑
町
三
　
岩
田
　
苑
江�

兄
よ
り
の
手
紙
も
濡
る
る
走
り
梅
雨�

緑
町
五
　
藤
波
　
ふ
み�

友
よ
り
の
誘
い
の
電
話
梅
雨
晴
れ
間�

木
曽
根
　
古
根
　
昌
明�

バ
リ
バ
リ
と
蛇
の
目
ひ
ろ
げ
て
梅
雨
の
中�

中
央
一
　
斎
藤
　
富
吉�

梅
雨
晴
れ
間
病
み
臥
す
わ
れ
に
た
よ
り
な
し�

大
曽
根
　
横
山
　
英
道�

万
緑
を
指
の
先
ま
で
吸
い
に
け
り�

大
曽
根
　
椎
野
さ
ち
子�

水
遣
れ
ば
出
で
し
珍
客
雨
蛙�

大
曽
根
　
根
岸
佐
代
子�

空
き
棚
田
菖
蒲
は
沼
に
変
身
す�

大
曽
根
　
藤
郷
千
代
子�

鮎
た
ち
の
満
ち
溢
れ
く
る
川
と
な
り�

八
　
條
　
小
金
丸
美
智
子�

く
る
く
る
と
回
る
派
手
目
の
日
傘
か
な�

八
　
條
　
大
山
ト
キ
子�

し
ず
く
散
る
水
菜
の
収
穫
梅
雨
晴
れ
間�

大
曽
根
　
寺
井
　
時
子�

雨
に
濡
れ
な
お
鮮
や
か
に
額
の
花�

垳
　
　
　
森
田
ヱ
ミ
子�

干
し
物
を
出
し
入
れ
急
ぐ
天
気
雨�

垳
　
　
　
沼
野
　
あ
い�

薫
風
に
髪
な
び
か
せ
る
一
輪
車�

中
央
二
　
大
久
保
き
よ
子�

青
空
に
未
来
ふ
く
ら
む
鯉
の
ぼ
り�

八
　
條
　
大
川
み
つ
江�

渓
流
を
眼
下
に
し
つ
つ
鯉
の
ぼ
り�

南
川
崎
　
平
山
孝
之
助�

母
の
日
は
や
さ
し
き
母
を
思
い
出
し�

伊
　
草
　
初
川
　
れ
い�

空
敝
う
大
樹
の
葉
蔭
風
薫
る�

��

中
央
三
　
輪
島
　
　
武�

と
ど
め
な
く
降
り
し
き
る
雨
あ
じ
さ
い
の�

　
　
　
変
化
の
彩
に
し
ば
し
た
た
ず
む�

木
曽
根
　
高
谷
　
多
門�

白
ア
ジ
サ
イ
短
く
生
き
し
ひ
と
偲
び�

　
　
　
寺
院
の
庭
に
し
ず
か
に
咲
き
ぬ�

南
後
谷
　
杉
村
　
セ
ツ�

さ
わ
や
か
な
ジ
ャ
ス
ミ
ン
匂
い
庭
に
出
で�

　
　
　
心
和
み
て
憂
さ
を
忘
れ
ん�

中
央
一
　
猪
瀬
　
利
助�

沈
み
行
く
夕
陽
に
映
え
し
さ
ざ
波
の�

　
　
　
川
面
に
集
う
水
鳥
の
群
れ�

八
　
條
　
斎
藤
　
孝
男�

樹
々
や
家
映
す
水
田
に
白
鷺
の�

　
　
　
首
を
傾
げ
て
歩
き
お
り
た
り�

南
川
崎
　
松
谷
　
永
子�

紫
陽
花
の
一
雨
ご
と
に
色
深
く�

　
　
　
鮮
や
か
な
花
咲
か
せ
お
る
な
り�

大
曽
根
　
臼
方
美
代
子�

孫
娘
爺
や
叱
る
と
見
つ
め
て
る�

　
　「
爺
ち
ゃ
ん
遊
ぼ
」と
手
を
さ
し
の
べ
て�

�

（
文
芸
欄
へ
の
ご
投
稿
は
現
代
か
な
づ
か

い
で
お
願
い
し
ま
す
。
選
者
）�

●
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
期
間
延
長�

　
県
で
は
、
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ

び
顕
微
授
精
）
の
費
用
に
対
し
て
、
１
年

度
あ
た
り
１０
万
円
を
限
度
に
助
成
を
し
て

い
ま
す
。
平
成
１８
年
度
か
ら
、
助
成
期
間

を
通
算
５
年
度
（
従
来
は
、
通
算
２
年
度
）

に
延
長
し
ま
し
た
。�

■問
越
谷
保
健
所
草
加
分
室
�
９２５
・
１
５
５

１�●
不
妊
に
関
す
る
埼
玉
県
の
相
談
窓
口�

�
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
（
医
師
に

よ
る
面
接
相
談
・
予
約
制
）
�
０４９
・
２２８
・

３
４
１
０
）�

�
県
女
性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
�
０４９
・
２８３

・
９
０
２
０�

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
制
度�

　
６
月
２
日
か
ら
予
防
接
種
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
、
下
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

＊
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
に
感
染
し
た
方

　
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の

　
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。�

　
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

���������������������

①
７
・
８
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級�

■日
７
月
２３
日
�
・
８
月
２０
日
�
　
午
後
１

時
〜
４
時�

■対
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
初
妊
婦
お
よ
び
夫�

■持
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具�

■費
無
料�

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診�

■日
８
月
９
日
�
　
午
前
の
部
＝
午
前
８
時

４５
分
〜
１０
時
４５
分
、
午
後
の
部
＝
午
後
１

時
〜
２
時
４５
分
＊
結
果
説
明
会
＝
８
月
２５

日
�
　
午
前
１０
時
〜�

■対
２０
歳
以
上
の
市
民
の
方�

■内
問
診
、
骨
密
度
測
定�

■定
午
前
３０
人
、
午
後
３０
人
（
申
込
順
）�

■費
無
料�

③
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
料
理
教
室�

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し

ょ
う
。�

■日
８
月
２５
日
�
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分�

■対
市
内
在
住
の
親
子
（
祖
父
母
可
）�

■内
望
ま
し
い
食
習
慣
の
話
と
バ
ラ
ン
ス
食

の
調
理
実
習�

■定
２０
組�

■費
１
人
５
０
０
円
（
材
料
費
）�

―
①
②
③
共
通
―�

■場
保
健
セ
ン
タ
ー�

■申
電
話
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
９９５
・
３

３
８
１
）
へ�

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ�

市民の声ボックスの流れ�

　この制度は、市民の皆さんのご意見などを、
直接、市長に伝える制度です。市民の皆さんが
日ごろ生活をしていく中で気が付いた「こんな
ふうにしたらもっと市が良くなる」など、市政
に対するご意見やご要望などをまちづくりに生
かしていくためのものです。�
　皆さんの声をお待ちしています。�

表１　投書箱の設置場所�

市役所本庁舎�

老人福祉センター寿楽荘�

老人福祉センターすえひろ荘�

身体障害者福祉センターやすらぎ�

保健センター�

勤労青少年ホームゆまにて�

八潮メセナ�

八幡図書館�

文化スポーツセンター�

資料館�

消防署大瀬出張所�

わかくさ福祉作業所�

やしお生涯楽習館�

八條図書館�

エイトアリーナ�

小・中学校、県立高校（計１７カ所）�

市職員の対応、事務処理、人事異動など ４５件�
工場騒音、汚染、野焼き、犬のフン・カラス対策など ４４件�
道水路の維持管理、下水道の整備 ３９件�
バス路線網の整備 ３２件�
交通規制、道路反射鏡の設置、街路灯の設置 ２８件�
公共施設の管理運営 ２１件�
防災、治安対策、危機管理、防災無線の放送 ２０件�
ごみ処理、資源のリサイクル １６件�
教育施設整備、学校教育、給食、文化文芸 １４件�
公園の設置・管理、緑地の保全 １４件�
保育所・学童保育所の管理運営 １４件�
体育施設管理運営（テニスコート、野球場含む） １３件�
福祉（高齢者、障害者、児童・乳幼児福祉など） １２件�
ホームページ、広報関係 ７件�
八潮駅近くの道路・歩道の整備 ７件�
選挙の車のボリュームが大きい、開票速報が遅いなど ６件�
八潮駅周辺の駐車場の設置 ５件�
区画整理事業の進捗状況、補償問題など ５件�
子供の登下校時の安全 ５件�
文化財・歴史・資料館の展示物など ４件�
放置車両・放置バイクの撤去 ４件�
個人情報の管理・プライバシー保護 ３件�
マンションの建設・高さ制限 ３件�
市民まつりや花火大会を来年以降も続けてほしい ３件�
公共工事の受注業者の対応 ３件�
地球温暖化防止、自動車の排気ガス対策 ３件�
議員定数、議員報酬など ３件�
路上や公共の場所を禁煙に ３件�
野良犬・野良猫の去勢および捕獲 ３件�
八潮駅周辺のビジョン ３件�
その他 ３５件�
 ４１７件�

表２　投書内容別件数�

※一人の方から一度に複数寄せられた質問も集計してあります。�

投書箱 １３４件�

郵送 ６件�

ファックス ２件�

ほっ、とラインやしお（電話） １３件�

電子メール ２００件�

 ３５５件�

１０歳未満 ０人�
１０歳以上２０歳未満 １４人�
２０歳以上３０歳未満 ２０人�
３０歳以上４０歳未満 ７４人�
４０歳以上５０歳未満 ６０人�
５０歳以上６０歳未満 ２５人�
６０歳以上 ２５人�
  ２１８人�

表４　年代別投書者数� 表３　投書方法別件数�

※年齢が記載されていた方のみ集計�

利
用
方
法
は�

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
聴
く
た
め

に
、
次
の
５
つ
の
方
法
を
用
意
し
て
い
ま

す
。�

①
投
書
箱�

　
投
書
箱
は
、
表
１
の
と
お
り
、
市
内
公

共
施
設
１５
カ
所
と
市
内
小
中
学
校
お
よ
び

県
立
高
等
学
校
の
合
計
３２
カ
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。（
表
１
）�

②
郵
送�

　
市
役
所
広
聴
広
報
課
（
〒
３
４
０
│
８

５
８
８
八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地
１
）

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。�

③
フ
ァ
ッ
ク
ス�

　
９
９
５
・
７
３
６
７
へ
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。�

④
ほ
っ
、
と
ラ
イ
ン
や
し
お�

　
０
１
２
０
・
３
７
４
・
８
４
０
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。
２４
時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。�

⑤
電
子
メ
ー
ル�

　
八
潮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://www.

city.yashio.lg.jp

へ
ア
ク
セ
ス
し
、「
市

民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
Ｅ
メ
ー
ル
送
信
画
面
」

か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
注
意
）�

・
原
則
と
し
て
住
所
・
氏
名
が
未
記
入
で

あ
っ
た
り
、
匿
名
の
場
合
や
住
所
が
地

番
等
ま
で
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

な
ど
は
、
回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。�

・
個
人
や
団
体
等
に
つ
い
て
の
誹
謗
・
中

傷
に
関
す
る
内
容
は
、
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
。�

・
市
の
業
務
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
や
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
直
接
、
担

当
課
で
も
お
受
け
し
ま
す
。�

投書を投函�

市長が直接、投書を拝見します。�

※緊急性があるときや、投書内容の確認のために、�
　担当職員が電話等で問い合わせたり、直接、お�
　伺いしたりすることもあります。�

投書された方に回答書が�
届きます。�

・関係課の考え方などの報告を受けます。�
・市長が回答内容を確認します。�

投書を受け付けし�
てから、回答書が�
届くまで、概ね10�
日間いただきます。�

　関係課が仕事を進め�
ていくうえでの参考に�
するよう指示します。�
　回答が必要な投書は、�
関係課へ回答を指示し�
ます。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
聴
き
、
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
、
市
民
の
声

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
！�

　
平
成
１７
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
投
書
は
、
３
５
５
件
で
し
た
。

す
べ
て
の
投
書
に
市
長
が
目
を
通
す
と
と

も
に
、
関
係
課
に
送
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
投
書
内
容
別
件
数
（
表
２
）、
投
書
方

法
別
件
数
（
表
３
）、
年
代
別
投
書
者
数

（
表
４
）
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

■問
広
聴
広
報
課
�
○内
３
７
３�

昨
年
度
の
声（
投
書
）�

の
内
容
な
ど�

市民の声ボックス制度とは･･･�市民の声ボックス制度とは･･･�
北関東高校陸上・棒高跳び�
初優勝【４メートル７0】�

　佐々木　潤一郎さん（八潮高校３年生）�

５位入賞【４メートル４０】�

　新鷲　壮美さん　（八潮高校２年生）�

佐々木さん　　　　　新鷲さん�
　「棒高跳びの楽し
いところは、自分で
も考えられないほど
高いところを飛べる
ところです。」と佐々
木さん。飛んだ時、
体の位置は５メート
ル３０センチにも達す
るそうです。�
　「失敗した時の恐
怖心はありますが、
自己記録を超えた時
に立つ鳥肌は何とも
いえません。」と新鷲

さん。常に自分との
戦いだそうです。�
　そんなお２人は、
高校生で一番になる
ことを目標に、日々、
練習に励んでおり、
「インターハイに向け
て頑張ります」と笑
顔で答えてくれまし
た。�
　インターハイは８
月２・３日に行われ
ます。皆さん、応援
を、お願いします。�

１歳～２歳未満�

５歳～７歳
未満で小学
校就学前の
１年間�

麻しん・風しん予防接種一覧表�

予防接種名�

麻しん・�
風しん�

１期�

２期�

〈１期・２期とも① ②のいずれかの方法〉�
①麻しん風しん混合ワクチン１回�
②麻しんまたは風しん単抗原ワク
　チン（いずれか１回）�
（いずれか一方に感染した方は、
　感染していない方の単抗原ワク
　チンを１回接種）�

対象年齢� 接 種 方 法 お よ び 回 数�

合　　　計�合　　　計�
合　　　計�

さ
い�

こ�

つ�

ゆ�

さ�

み�

も�

つ�

ゆ�

つ�

ゆ�

つ�

ゆ�

つ�

ゆ�

ふ�

つ�

ゆ�

が
く�

へ
ん�

げ�

い
ろ�

う�

か
わ�

も�

つ
ど�

み
ず�

た�

じ
い�

つ�

ゆ�

お
お�

ボックス�

さ� さ�き� いち�ろう�じゅん�

しん�わし� たけ�み�


